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＜連絡事項＞
・転倒・転落予防プログラムと嚥下機能向上プログラムを新たに導入となっていますが、

新たに追加となったプログラムのマニュアルを添付したメールが来ているので10/9（月）～展開していく様、お願いします。作業療法内だけではなく、日中の時間を活用し看護・介護の視点からも介入して頂くようお願いします。

・上半期患者評価について

ケアプロセス、転倒転落アセスメントシート（旧書式の場合、新しく作り直して下さい）

口腔衛生評価、生活支援シート、嚥下機能評価（今年度5月より開始）

　上記5点を忘れずに評価お願いします。

※期限：10月7日まで　※確認もするので終えた方は金谷まで連絡お願いします。
＜患者様連絡事項＞
・船場　幸子様～栄養士のスタッフへ常食に変更しメイバランスミニも飲用希望で可と
なり、本日の昼から常食（ハーフ食）、粗キザミ・メイバランス付きで
膳されています。
引き続き食事摂取量を確認していきましょう。
・中村　豊様～保佐人様より小遣い銭3万円が届いたので財布を作り入れています。
　　　　　　　明日の両替をお願いします。

＜田名部Dr患者様処方＞
民部田　和哉様、泉川ケイ子様、久保　興介様、吉田　守幸様、明日より同内容臨

処方薬7日分処方となっています。
・和田シュン様～腹部不快感持続の為、ミヤＢＭの処方希望にて主治医公休の為、田名部Drに処方依頼明日より7日分処方となっています。
・小豆畑　裕介様～27日分朝食後薬の薬包を処方。継続指示便秘時センノシド12㎎　2T
　　　　　　　　　7回分処方となっています。
＜深澤Dr患者様処方＞
・中村　豊様～スミルスチック　1本処方となっています。
・畑山　光夫様～スビオルトレスビマット28吸入　　1キット処方となっています。
	＜菅野Dr患者様処方＞
・中川原　義雄様～明日よりファモチジンOD錠　20㎎　2錠（朝・夕）7日分処方となっています。
	


・播磨　克子様～明日よりリスパダールＯＤ錠　1㎎　1錠　（1日1回　夕）7日分処方
となっています。

＜小柳Dr患者様処方＞
・春山　知範様～明日より同内容で臨時薬7日分処方となります。
・会津　虜子様～明日よりカロナール200　200㎎　4錠（朝・夕）4錠7日分処方となっています。

＜要注目患者様＞
・民部田　和哉様～余暇時間はホールにてテレビ鑑賞し過ごされている。排尿時痛の訴えや血尿に関する訴えはない。本日の深夜帯で同室者（Ａ・Ｗ）さんと口論になり、自己主張し、謝らない事に許せないと反論が聞かれていた。ＳＧＭとの約束で本日の深夜帯にカーテンを開放して休まれ水の音、他の音を聞かれない時は、スタッフが間に入り謝罪することで納得されています。
・和田シュン様～息子様が無くなったと妄想発言なく爪切りを貸してほしいと言われ、1個フリーになっている爪切りを貸している。昼食後薬服薬時、ベンチに座って飲みたいと特に粉末薬はと話されています。
・泉川　ケイ子様～人込みが嫌だ、倦怠感を訴え朝食は拒食されている、昼食の呼び掛けに空腹感を言われる為、対処方法を示し部屋で食べるとの事で本日のみと約束し摂取することで納得されています。全量摂取し、服薬も問題なく飲まれていました。引き続き本人様の要望と訴えを傾聴し対処していきましょう。
・中村　豊様～ＯＴ時間中に他者が課題に集中して実施している際にラジオ体操をオーバーアクションで行い他者の迷惑行為を指摘に素直に聞き入れています。今後も他者との他ラブル前に対処することは必要と思います。
・小豆畑　裕介様～本日、主治医に身体の変化やバイタル異常ない事を報告。27日の朝食後薬1包をお願いし処方となっています。本人様も薬包の見直しをして昼食後薬服用にこられていました。
・河村　昭久様～民部田様の約束事に納得され以後は口論なく静穏で暮らしています。
<馬渡Dr診察状況＞

・冨田　幸生様～日課に関しては、1回の声掛けで動けるようになっている事情報提供。
　　　　　　　　退院支援に関しては、金銭面で生活保護を受けられる様にご家族に働きかけ申請を早急にする様進めて下さいと主治医より言われています。
　　　　　　　　臨時薬同内容で明日より7日分処方となっています。

＜受け持ち患者様支援検討＞
・井上　和美様～退院について主治医・担当スタッフからも声を掛けているが、退院しない事の理由を話し、受け入れが悪い。家族との外出機会に、今後の本人の生活について尋ねても、妹様も退院については考えられないと話され進展ない。継続的な促し必要。
・中野渡　鉄男様～長期入院でもありご家族の協力なく高齢化も含め、退院支援は十和田の済生会の病院へ転院方向で検討していきます。
